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【背景と目的】 
本研究の目的は 2013年に改定された National Comprehensive Cancer Network (NCCN)ガイドラ
インで新たに定義された超低リスク群および低リスク群の前立腺癌に対する治療戦略を前立
腺全摘術を実施した日本人症例で検証する事である。 
  
【対象および方法】 
2000年から 2012年の期間に当施設で前立腺全摘除術を施行した、臨床病期 T1-T3N0M0前立
腺癌患者 751 例を対象とした。術前補助療法施行症例は除外した。NCCN のガイドラインに
従って超低リスク群と低リスク群に分類し、生化学的非再発率と臨床病理学的特徴との相関
を後ろ向きに検討した。 
 
【結果】  
全体の中で 45例が超低リスク群、137例が低リスク群に分類され、術後 5年時の生化学的非
再発率はそれぞれ 86.9％、81.2％と差を認めなかった（p=0.56）。しかし、65 歳以上の超低リ
スク群では全例に再発を認めず、これは 65歳以下の超低リスク群の再発率 19%、65歳以上の
低リスク群の 14%、65歳以下の低リスク群の 17%と比較し有意に低かった（p=0.04、0.04、0.05）。
前立腺全摘標本の解析では、超低リスク群と低リスク群は同様に良好な病理学的特徴を示し
たが、特に 65 歳以上の超低リスク群においては平均最大腫瘍径が 5mm と他の群と比較し最
も小さい腫瘍であった。 
 
【結論・考察】 
NCCN ガイドラインにおける新しい超低リスク群前立腺癌の治療戦略は日本人においても妥
当であり、特に 65歳以上の超低リスク症例では PSAなどにより積極的監視療法の良い適応で
あると考えた。65 歳以下の超低リスク群あるいは低リスク群では年齢を問わず、積極的監視
療法だけでなく、手術療法などの積極的治療も検討すべきと考えた。 
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